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範
囲
と
な
る
と
、
越
前
市
南
端
か
ら
湯
尾
あ
た

り
に
限
定
さ
れ
、
さ
ら
に
、
日
野
川
流
域
と
い

う
立
地
か
ら
洪
水
に
強
い
台
地
で
、
経
済
的
に

駅
家
を
支
え
る
駅
田
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
こ
と
か
ら
、淑
羅
駅
を
南
越
前
町
「
大
道
」

付
近
に
想
定
し
、
次
は
西
大
道
・
東
大
道
に
残

る
大
字
・
小
字
の
中
か
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

①
駅
家
推
定
地
で
は
「
大
道
」
の
地
名
が
多
く
み

ら
れ
、
阿
味
駅
（
越
前
市
五
分
市
町
）
や
近
江
国

の
靹

と
も
ゆ
い結

駅
（
滋
賀
県
高
島
市
マ
キ
ノ
町
）
に
も
「
東

大
道
」「
西
大
道
」
の
字
名
が
残
る
。

②
西
大
道
の
三
字
「
御
所
ヶ
谷
」
は
、
親
王
の
御

座
所
が
あ
っ
た
と
推
定
。

③
駅
家
に
ふ
さ
わ
し
い
小
字
と
し
て
、
西
大
道
で

は
五
字
「
上
（
神
）
谷
」、
十
字
「
大
谷
」、
七
字
・

八
字
「
下
油
田
・
上
油
田
」、
東
大
道
で
は
四
字

「
弓
射
田
」、
十
字
「
城
兵
頃
」、
十
二
番
「
矢
部
」、

十
九
字
「
茶
ノ
木
原
」
が
残
る
。

　

以
上
の
地
名
や
地
理
的
条
件
か
ら
、
西
大
道

の
台
地
「
上
谷
」「
大
谷
」
を
駅
家
と
比
定
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
付
近
は
古
代
、
日
像

菩
薩
様
が
日
蓮
宗
布
教
の
際
、
日
野
山
の
あ
ま

り
の
美
し
さ
に
驚
嘆
、
越
前
富
士
と
申
さ
れ
た

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、『
淑
羅
河
の

岸
辺
』
を
書
か
れ
た
柴
田
知
明
先
生
は
、
日
野

山
を
「
群
山
を
従
え
て
美
し
く
そ
そ
り
立
つ
稜

線
の
肩
に
朝
日
の
輝
き
上
る
を
仰
い
で
は
一
日

の
幸
い
を
祈
ら
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
」
と

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
古
代
の
人
々
も
こ
の
台
地

か
ら
の
美
し
い
眺
望
を
駅
家
に
求
め
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
南
越
前
町
文
化
財
保
護
委
員　

加
藤
義
弘
）

安
全
・
安
心
の
町

　

平
成
十
七
年
十
一
月
、
越
前
警
察

署
が
中
心
と
な
っ
て
「
日
本
一
安
全

安
心
な
越
前
市
・
南
越
前
町
ま
ち
づ

く
り
運
動
」
を
宣
言
し
て
か
ら
二
年

が
経
過
し
た
。
南
越
前
町
は
安
全
安

心
の
町
と
な
っ
た
か
、
昨
年
の
平
成

十
九
年
を
振
り
か
え
っ
て
み
る
。

※
（　

）は
昨
年
と
の
比
較

①
犯
罪
発
生
と
検
挙

　

平
成
十
九
年
中
の
当
町
の
犯
罪

発
生
（
ほ
と
ん
ど
が
窃
盗
犯
）
件
数

は
五
十
六
件
（
十
件
減
）、
そ
の
検

挙
件
数
は
二
十
七
件
（
十
六
件
増
）

で
あ
る
。
発
生
件
数
は
減
少
し
検
挙

件
数
は
増
加
と
良
い
傾
向
で
あ
る
。

検
挙
率
48
％
は
少
し
気
に
な
る
。

②
振
り
込
め
詐
欺
事
件

　

町
内
で
の
振
り
込
め
詐
欺
被
害

者
は
一
件
・
十
万
円
だ
が
、
被
害

一
歩
手
前
が
四
件
あ
っ
た
。
越
前

警
察
署
管
内
（
以
下
管
内
）
で
の

被
害
者
は
五
件
・
六
百
万
円
で
当

町
を
含
め
全
部
高
齢
者
だ
っ
た
。

偶
然
に
も
本
書
を
書
い
て
い
る
今

日
（
一
月
十
五
日
）、
私
の
娘
に
も

「
裁
判
所
通
達
」の
葉
書
が
届
い
た
。

そ
の
概
要
は
「
起
訴
さ
れ
て
裁
判

所
か
ら
出
頭
命
令
が
出
る
。
不
出

廷
な
ら
ば
財
産
・
給
料
は
差
し
押

さ
え
。
詳
細
は
電
話
で
。
電
話
連

絡
の
な
い
方
は
本
書
を
勤
務
先
に

送
る
。」
最
後
に
「
裁
判
取
り
下
げ

期
日
・
一
月
十
五
日
（
今
日
）」
と

あ
る
。
親
が
見
る
と
ビ
ッ
ク
リ
し

て
電
話
す
る
場
合
も
あ
る
だ
ろ
う
。

③
少
年
の
犯
罪
と
不
良
行
為

　

ほ
と
ん
ど
が
高
校
生
な
の
で
、

当
町
だ
け
の
デ
ー
タ
は
な
い
。
管

内
で
見
る
と
、
少
年
犯
罪
・
不

良
行
為
件
数
は
五
百
六
十
六
件

（
二
百
十
四
件
増
加
）
と
多
い
の

が
不
安
で
あ
る
。

④
交
通
事
故

　

当
町
内
で
総
交
通
事
故
二
百
二 

十
六
件
（
二
十
九
件
減
）、
人
身

事
故
四
十
七
件
（
一
件
減
）
だ
が
、

死
亡
事
故
十
九
歳
と
八
十
七
歳
の

二
人
と
悲
し
い
結
果
で
あ
る
。
県

内
の
死
亡
事
故
者
も
六
十
五
歳
以

上
の
高
齢
者
に
多
く
、
六
十
人
中

三
十
八
人
（
63
％
）
管
内
で
は
六

人
中
四
人
（
67
％
）
で
あ
る
。

⑤
火
災
発
生

　

昨
年
中
に
町
内
で
発
生
し
た
火

災
は
、
建
物
三
件
（
二
件
減
）、

車
両
二
件
（
前
年
同
）
で
あ
っ
た
。

私
達
行
政
と
、
安
全
安
心
関
連
団
体

の
更
な
る
ご
努
力
と
、
町
民
の
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

～
和

の

風
～ 

町

長
随

想	

増
澤 

善
和

　

平
安
中
期
の
法
令
集
『
延え

ん

喜ぎ

式し
き

』
に
よ
る
と
越
前
国

に
は
八
駅
が
設
置
さ
れ
、
松

ま
つ
ば
ら
の
え
き

原
駅
、
鹿か

ひ
る
の
え
き

蒜
駅
に
続
く
三

番
目
に
「
淑
羅
駅
」
の
名
が
み
え
、
続
い
て
阿あ

み
の
え
き

味
駅
、

丹に
う
の
え
き

生
駅
と
な
っ
て
い
ま
す
。
駅
の
所
在
地
に
つ
い
て
は

諸
説
が
あ
り
、
日
野
川
を
古
く
は
叔
羅
川
と
書
き
「
シ

ク
ラ
ガ
ワ
」「
シ
ラ
キ
ガ
ワ
」
と
読
ん
だ
こ
と
か
ら
、

淑
羅
駅
は
鹿
蒜
駅
（
南
越
前
町
南
今
庄
付
近
）
か
ら
丹

生
駅
（
越
前
市
丹
生
郷
町
付
近
）
ま
で
の
日
野
川
流
域

に
比
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
書
を
引
け
ば
、『
淑
』
は
「
美

し
い
」「
し
と
や
か
」
を
表
し
、『
羅
』
は
「
薄
絹
」「
連

な
る
」
を
表
す
な
ど
、
淑
羅
は
美
し
く
淑し

と

や
か
な
景
観

が
連
な
っ
た
地
域
を
形
容
し
た
地
名
と
思
わ
れ
ま
す
。

日
野
川
流
域
で
風
光
明
媚
な
と
こ
ろ
と
い
え
ば
必
然
的

に
日
野
山
が
あ
げ
ら
れ
、
よ
り
良
い
形
が
眺
め
ら
れ
る

まちの
 遺産

伝えたい

古
代
の
駅
家
・
淑し

く
ら
の
え
き

羅
駅
を
考

え
る

　
七
世
紀
末
頃
、
律
令
国
家
は

地
方
支
配
の
た
め
都
と
地
方
を

結
ぶ
交
通
網
の
一
つ
と
し
て
北

陸
道
を
建
設
。
当
時
は
官
吏
や

勅
使
が
往
来
す
る
官
道
と
し

て
国
家
の
支
配
下
に
お
か
れ
、

三
十
里
（
約
十
六
キ
ロ
）
を
基
準
に
駅う

ま

家や

が
設
置
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
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▲

越
前
国
の
駅
家
推
定
地


